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委
員
会
の
審
議

委
員
会
の
審
議

横・211移動　縦・53.5移動（45.5）

総
務
課

Q
　
男
女
共
同
参
画
推
進
事

業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。

A
　
男
女
共
同
参
画
推
進
員

２６
名
の
協
力
を
得
て
、
１
、

０
０
０
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
調
査
報

告
書
を
作
る
計
画
で
あ
る
。

Q
　
人
事
管
理
事
業
の
シ
ス

テ
ム
改
修
は
。

A
　
時
間
外
の
超
勤
手
当
て

の
内
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
等

の
時
間
外
手
当
は
、
当
該

す
る
給
与
費
か
ら
支
出
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修

費
で
あ
る
。

Q
　
立
山
町
個
人
情
報
保
護

条
例
の
罰
則
規
定
は
適
切

か
。

A
　
全
国
的
に
罰
則
規
定
が

強
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

条
例
は
、
国
の
罰
則
規
定

に
準
拠
し
て
、
地
方
公
務

員
法
の
守
秘
義
務
違
反
規

定
を
上
回
っ
た
強
い
罰
則

と
し
、
個
人
情
報
を
保
護

し
た
い
。
そ
し
て
施
行
ま

で
に
は
、
審
議
会
を
立
ち

上
げ
、
個
人
情
報
保
護
に

向
け
た
手
引
書
を
作
成
す

る
な
ど
万
全
を
期
し
た
い
。

税
務
課

Q
　
全
国
的
に
地
価
は
下
が

っ
て
い
る
の
に
固
定
資
産

の
土
地
評
価
額
が
下
が
ら

な
い
の
は
。

A
　
町
で
は
３
人
の
不
動
産

鑑
定
士
に
評
価
を
依
頼
し
、

町
と
協
議
し
な
が
ら
評
価

を
進
め
て
い
る
。
評
価
に

つ
い
て
は
、
下
落
率
１０
％

を
基
準
と
し
て
こ
れ
以
上

下
が
っ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
下
落
修
正
を
行
っ
て

い
る
。

Q
　
税
の
徴
収
方
法
で
、
口

座
振
替
の
割
合
は
。

A
　
６７
％
で
、
残
り
は
、
自

主
納
付
で
あ
る
。

健
康
福
祉
課

Q
　
債
務
負
担
行
為
補
正
の
通
所

施
設
雷
鳥
苑
に
つ
い
て
、
町
で

単
独
と
い
う
こ
と
は
通
っ
て
い

る
子
供
が
立
山
町
だ
け
と
解
釈

し
て
よ
い
か
。
ま
た
他
市
町
村

か
ら
通
所
し
た
い
と
言
っ
て
き

た
時
は
ど
う
な
の
か
。

A
　
通
所
施
設
は
滑
川
市
、
上
市

町
に
も
あ
り
立
山
町
か
ら
も
通

所
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
が
単
独
で
補
助
を
行
っ
て

お
り
当
町
で
も
単
独
で
補
助
を

行
い
他
の
市
町
村
の
人
も
受
け

入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

社
会
教
育
課

Q
　
自
治
公
民
館
の
建
設
補
助
の

中
で
下
水
道
工
事
の
補
助
金
は

あ
る
の
か
。

A
　
自
治
公
民
館
の
新
築
で
上
限

２
０
０
万
円
、
改
築
で
上
限
４０

万
円
で
あ
り
、
下
水
道
工
事
に

つ
い
て
は
別
に
補
助
が
あ
り
補

助
率
は
５
分
の
１
最
高
３０
万
円

で
あ
る
。

Q
　
旧
大
森
保
育
所
の
跡
地
整
備

に
つ
い
て

A
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
敷
地
拡

張
、
照
明
１
基
の
移
設
、
防
球

ネ
ッ
ト
の
張
替
え
、
排
水
路
の

整
備
、
駐
車
場
の
舗
装
で
あ
る
。

上
下
水
道
課

Q
　
飲
料
水
の
製
造
販
売
に
つ
い

て
販
売
価
格
と
販
売
方
法
に
つ

い
て

A
　
立
山
町
特
産
品
と
の
共
同
販

売
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
町
の

活
性
化
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
で
販

売
し
、
お
い
し
い
水
を
Ｐ
Ｒ
し

た
い
。
生
産
ラ
イ
ン
は
１
日
１

万
本
以
上
で
予
定
し
て
お
り
町

内
の
加
工
業
者
に
委
託
し
、
価

格
は
１
本
７０
円
程
度
を
予
定
し

て
い
る
。

建
設
課

Q
　
町
道
四
谷
尾
金
剛
新
線
の
日

中
上
野
地
区
で
、
法
面
対
策
費

が
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
災
害
復
旧

事
業
の
対
象
に
な
ら
な
い
か
。

A
　
こ
の
崩
落
は
２
月
の
積
雪
に

よ
り
、
木
が
ず
り
落
ち
た
こ
と

が
原
因
で
、
災
害
と
い
う
ほ
ど

の
も
の
で
は
な
い
。

商
工
観
光
課

Q
　
今
回
の
ま
る
ご
と
ウ
ォ
ー
ク

プ
レ
大
会
は
成
功
か
、
本
大
会

の
参
加
者
見
込
は
。

A
　
町
内
は
５２
名
、
町
外
か
ら
８４

名
の
参
加
、
８０
名
の
宿
泊
が
あ

り
ま
ず
ま
ず
の
成
果
で
あ
る
。

　
本
大
会
は
プ
レ
大
会
の
数
倍

の
参
加
に
な
る
と
思
う
。

農
林
課

Q
　
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
農
家

民
宿
は
、
現
在
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
か
。

A
　
滞
在
型
観
光
地
を
目
指
す
重

要
な
施
策
で
３
名
の
方
に
同
意

を
え
て
い
る
。
１１
月
、
モ
ニ
タ

ー
の
方
が
泊
ま
る
計
画
で
あ
る
。

農
業
委
員
会

Q
　
米
の
標
準
小
作
料
が
五
百
石

地
区
で
前
回
よ
り
若
干
高
く
な

っ
た
、
原
因
は
何
か
。

A
　
米
価
の
下
が
る
率
よ
り
生
産

費
の
下
落
率
が
大
き
く
利
益
が

上
が
っ
た
た
め
で
あ
る
。

下
水
道
事
業
対
策
特
別
委
員
会

Q
　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
お
け

る
下
水
道
料
の
滞
納
は
あ
る
か
。

A
　
収
納
状
況
は
大
変
良
好
で
、

滞
納
者
に
つ
い
て
は
現
在
２
名

で
あ
る
。
一
人
は
破
産
宣
告
を

し
た
人
で
あ
り
、
も
う
一
人
は

生
活
困
窮
者
で
あ
る
。
生
活
困

窮
者
の
滞
納
分
に
つ
い
て
は
分

納
で
支
払
い
を
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。

Q
　
今
年
度
の
下
水
道
工
事
に
つ

い
て
、
順
調
に
進
ん
で
い
る
か
、

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

A
　
町
の
下
水
道
工
事
に
は
、
中

新
川
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業

集
落
排
水
事
業
及
び
特
定
環
境

保
全
事
業
で
行
う
も
の
が
あ
る

が
、
発
注
率
は
約
８０
％
で
、
天

候
も
よ
く
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
平
成
１５
年
５
月
３０
日
、
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
が
公
布
、
施
行
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
「
そ
の
保
有

す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。

　
立
山
町
個
人
情
報
保
護
条
例
は
、
特
徴

と
し
て
個
人
情
報
事
務
取
扱
い
の
登
録
の

ほ
か
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
登
録
、
さ

ら
に
は
個
人
情
報
事
務
委
託
者
の
登
録
等

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
管
理
責
任

を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
職
員
・
元
職

員
・
受
託
者
等
に
対
し
、
収
集
・
取
得
も

含
め
不
正
な
取
扱
い
に
は
厳
重
な
罰
則
を

設
け
て
い
る
。
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文教厚生常任委員会

総
務
常
任
委
員
会

産業建設常任委員会

雷鳥苑起工式（上金剛寺）

プレ大会（吉峰）


